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事務事業名称 担当部署 最終評価 事務事業見直しプラン 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度（１０月） 

見直しプランの達成状況 見直しプランの達成状況 

・達成済 

・一部達成 

・検討中 

見直しプランの達成状況 

地方バス等公

共交通維持確

保対策補助金 

 

企画政策課 改善 

今後も生活バス路線

の維持確保を図るた

め、バス事業者と連携

し、バスの利用促進や

経営改善、輸送サービ

スの向上に努めるとと

もに、関連事業との調

整を図り、補助金の縮

減を図りたい。 

 

【一部達成】 

他事業で実施している

バス事業とは路線や時刻

表を調整しており、また

ＩＣカードを導入するな

ど、利用促進対策が実施

されている。一方利用者

の利便性向上のために路

線を見直し、結果実走行

距離が増えたこと等によ

り経常費用が増大したた

め、赤字が拡大し補助金

額が増加した。今後もさ

らなる経営効率化や利用

促進対策を図るよう、事

業者に促していきたい。 

【一部達成】 

 補助対象となる４路線

は地域住民の公共交通確

保のため重要なバス路線

であり、平成２９年度に

利便性向上のため路線の

見直しを行った結果、走

行距離が長くなり１路線

あたりの経常費用が増加

してる。 

 なお、他事業で実施し

ているバス事業とは路線

や時刻の調整をしてお

り、またＩＣカードの導

入により利用者の利便性

向上を図るなど事業者側

の利用促進に対する取り

組みも実施されている

が、燃料費などバス事業

者全体での経費が拡大し

ていることもあり、補助

金額が増加した。 

 今後も経営効率化や利

用促進対策について、事

業者に対し促していきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部達成 

利用者の利便性向上を図るため

に、ＩＣカードの導入など事業者側

の利用促進に対する取り組みも実施

されているが、経常収益が減少した

こともあり、補助金額が増加した。 

 補助対象となる路線は、地域住民

の日常生活に必要不可欠な生活路線

であり、利用人数の少ない路線を継

続・確保すためにも、今後も経営効

率化や路線見直しによる利用促進に

ついて、事業者に対し促していきた

い。 
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事務事業名称 担当部署 最終評価 事務事業見直しプラン 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度（１０月） 

見直しプランの達成状況 見直しプランの達成状況 

・達成済 

・一部達成 

・検討中 

見直しプランの達成状況 

農村地域防災

減災事業 
農林水産課 現状維持 

ため池や農業用施設
の日常的な点検や維持
管理等について、管理
者と連携しながら効果
的に実施し、修繕や改
修等が必要な施設につ
いては、事業主体であ
る兵庫県と調整を図
り、早期に事業効果が
発現できるよう計画的
な整備に努める。また、
これまで作成したため
池ハザードマップを地
域内で再認識する等、
地域に応じた減災対策
の啓発に努める。 

 

【一部達成】 
ため池や農業用施設の

点検・維持管理について
は、ため池管理者と連携
しながら効果的に実施し
ている。事業中のため池
については、県及び地元
関係者と調整を図りなが
ら、事業の円滑な進捗に
努めているところであ
る。ため池ハザードマッ
プの周知については、継
続して地元集会所に掲示
する等啓発に努めたい。 

【一部達成】 

ため池や農業用施設の

点検・維持管理について

は、ため池管理者と連携

しながら効果的に実施し

た。ため池ハザードマッ

プの周知については、２

地区で地元集会所に掲示

する等啓発に努めた。 

 今後については、地域

に応じた減災対策を推進

するため、ため池管理者

に対し講習会を行う。 

 

 

一部達成 

現在事業中のため池整備等につい

ては、事業主体である県と地元関係

者との調整を図り、事業が円滑に進

捗するよう、努めている。 

また、地元のため池に対する防災

意識を醸成するため、ため池管理者

等を対象に防災パトロールや、ため

池保全管理講習会を実施していく。 

放課後子ども

教室推進事業 
生涯学習課 改善 

 地域との協働によ

り、アフタースクール

とも連携しながら、放

課後の社会教育の充実

に向けて検討する。 

【一部達成】 

アフタースクールと連

携して円滑な事業推進を

図っており、引き続き内

容の充実に努める。 

【一部達成】 

アフタースクールと連

携して円滑な事業推進を

図っており、内容の充実

に努めている。現在、全

小学校区でのアフタース

クールの実施を進めてお

り、放課後子ども教室と

の併用により、全市的な

放課後の社会教育の充実

を目指す。 

 

達成済 

有年・原小学校区でアフタースク

ールを開始したことにより、全小学

校区でアフタースクールが実施とな

った。放課後子ども教室との併用等

により、アフタースクールとも連携

しながら、放課後の社会教育の充実

を図ることができた。 


